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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
冊子を位置決め固定する回転テーブルと、前記回転テーブルに並設され、前記回転テーブ
ルに接近または離間する方向に移動可能の断裁刃物機構と、前記回転テーブル上に冊子を
搬送する冊子搬送機構と、前記冊子搬送機構へ冊子を供給する冊子供給機構とを備え、前
記冊子供給機構から供給された冊子を前記冊子搬送機構により前記回転テーブル上に送り
、その冊子を前記回転テーブル上で位置決め固定し、前記回転テーブルを回転するととも
に、前記断裁刃物機構を、その冊子の天部、地部、小口部の断裁位置に対応する位置に移
動してその冊子の天部、地部、小口部の三方を断裁してなる廻し切り三方断裁機において
、前記回転テーブルの回転中心位置および前記冊子供給機構から前記冊子搬送機構への冊
子の供給位置を、冊子の天地および小口の寸法差に応じて変更する変更手段を設けてなる
ことを特徴とする廻し切り三方断裁機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冊子を回転して冊子の天部、地部および小口部の三方を一つの断裁刃物によ
り断裁する廻し切り三方断裁機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本身（本の中身）に表紙をあてがってその背面部を綴じた冊子の天部、地部及び小口部
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の三方を断裁して体裁を整えることが行われる場合がある。この三方を断裁する断裁機と
して一つの断裁刃物と回転テーブルを備え、断裁する冊子を回転テーブルに載置し、回転
テーブルを９０度づつ回転して冊子の天部、地部及び小口部の三方を順次断裁刃物の下方
に位置させて、冊子の天部、地部及び小口部の三方を順次断裁する断裁機がある。
【０００３】
このような断裁機では、回転テーブルは冊子の天部、地部及び小口部の周縁がはみ出るＬ
字状の金属板で構成され、Ｌ字状の一片を回転テーブルの本体とし、折れ曲って立ち上が
る他の一片を載置する冊子の背面に当接して位置決めする位置決め板とし、本体の裏面の
位置決め板に寄りで位置決め板の幅方向中央位置に回転駆動軸が固定されている。そして
、回転駆動軸と対向する上方に回転テーブルの本体上の冊子を該本体に押圧固定する押圧
板が回転自在に配置されている。また、断裁刃物機構（断裁刃物や冊子強圧板など本来の
動作をさせる機構）は回転テーブルに接近および離間する方向に移動させる駆動機構に連
結されている。
【０００４】
すなわち、断裁する冊子の背面を位置決め板に当接して回転テーブル上に位置決めし、押
圧板で押圧してその位置を固定し、その状態で回転テーブルを回転して冊子の天部、地部
及び小口部の三方を順次断裁する。この断裁で回転テーブルの回転中心から冊子の天部、
地部及び小口部の断裁位置までの距離が異なる場合に断裁刃物機構を回転テーブルに接近
および離間する方向に移動させて、断裁刃物の刃先を断裁位置に合わせている。
【特許文献１】特開２００３－７１７７９号公報
【０００５】
たとえば、Ａ４サイズの冊子で長辺を背面と小口とし、短辺を天地とした冊子の三方を断
裁する場合、冊子の回転中心から小口までの垂直距離と天および地までの垂直距離はほぼ
等しく、図４（ａ）に示すように天地および小口の断裁に際し、断裁刃物機構の移動量は
比較的に小さく、断裁刃物の有効刃渡り寸法も小口の寸法程度と短いが、Ａ４サイズの冊
子で短辺を背面と小口とし、長辺を天地とした冊子の三方を断裁する場合には、冊子の回
転中心から小口までの垂直距離と天および地までの垂直距離との差が大きく、図４（ｂ）
に示すように小口を断裁するには断裁刃物機構の移動量を大きくする必要があり、また、
天地の断裁では回転中心を中心として左右に大きく伸びるために断裁刃物の刃渡り寸法も
長く、そのために断裁機が大型となっている。
【０００６】
すなわち、断裁刃物の寸法も長く、断裁刃物に沿って配置され断裁時に冊子の端部を強圧
固定する重量のある押圧板の寸法も長く、これらの大重量物を駆動するためのエネルギー
も大きく、また、断裁刃物機構を移動させる広いスペースが必要とするといった問題があ
った。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、廻し切り三方断裁機において、冊子の天地および小
口の寸法にかかわらず断裁刃物機構の移動量が小さく、かつ断裁刃物の刃渡り寸法も短か
くすることができるようにし、斯かる問題を解消する点である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る廻し切り三方断裁機は、冊子を位置決め固定する回転テーブルと、前記回
転テーブルに並設され、前記回転テーブルに接近または離間する方向に移動可能の断裁刃
物機構と、前記回転テーブル上に冊子を搬送する冊子搬送機構と、前記冊子搬送機構へ冊
子を供給する冊子供給機構とを備え、前記冊子供給機構から供給された冊子を前記冊子搬
送機構により前記回転テーブル上に送り、その冊子を前記回転テーブル上で位置決め固定
し、前記回転テーブルを回転するとともに、前記断裁刃物機構を、その冊子の天部、地部
、小口部の断裁位置に対応する位置に移動してその冊子の天部、地部、小口部の三方を断
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裁してなる廻し切り三方断裁機において、前記回転テーブルの回転中心位置および前記冊
子供給機構から前記冊子搬送機構への冊子の供給位置を、冊子の天地および小口の寸法差
に応じて変更する変更手段を設けてなることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明では、回転テーブルの回転中心位置および前記冊子供給機構から前記冊子搬送機
構への冊子の供給位置を、冊子の天地および小口の寸法差に応じて変更するので、断裁す
る冊子の位置決め機構が簡素になるとともに、冊子の回転中心から小口までの垂直距離と
天および地までの垂直距離との差が常に小さくなり、断裁刃物機構の移動量を小さくする
ことができ、また、断裁刃物の刃渡り寸法も短かくすることができ、したがつて廻し切り
三方断裁機を小型化することができるといった効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　冊子の天地および小口の寸法にかかわらず断裁刃物機構の移動量が小さく、かつ断裁刃
物の刃渡り寸法も短かくする目的を冊子の天地および小口の寸法差に応じて冊子の回転中
心を変更することにより実現した。
【実施例１】
【００１１】
　以下、本発明の実施例について図によって説明する。図１は実施例に係る廻し切り三方
断裁機の構成を示す斜視図である。図１において、１は糊付け製本された冊子（１ａは糊
付けされ表紙が貼り付けられている背面、１ｂは天部、１ｃ小口部、１ｄは地部とする。
）、２は冊子を供給する供給機、３は給紙台、４はチャック、５は回転テーブル、６は回
転テーブル上の冊子を押圧固定する回転自在の押圧板、７は断裁刃物機構である。
【００１２】
　断裁刃物機構７は、機械保持枠７ａに断裁刃物７ｂ、押圧板７ｃこれらを上下に駆動す
る油圧シリンダ、断裁定木７ｄなどを一つの機械保持枠７ａに装着して構成され、機械保
持枠７ａは送りネジ７ｅを介してモータＭ１に連結されている。このモータＭ１の回転に
より送りネジ７ｅが回転して断裁刃物機構７は回転テーブル５に接近および離間する方向
に移動する。
【００１３】
　チャック４は、回転テーブル５の回転中心と対向し、モータＭ２の回転で図示しない冊
子搬送路の搬入部から回転テーブル５まで直線往復移動するベルト４ａに固定され、搬入
部に搬入された冊子１を挟持して回転テーブル５上に、冊子１の搬送方向の長さの中央部
が回転テーブル５の回転中心位置に到達するまで搬送する。冊子を供給する供給機２は、
冊子１を吸着する複数のサッカ２ａを備え、そのサッカ２ａはモータＭ３の回転で給紙台
３から冊子搬送路の搬入部まで直線往復移動するベルト２ｂに固定されており、給紙台３
上の冊子１を吸着して搬入部に、冊子１の回転中心がチャック４と対向する位置に到達す
るまで搬送する。
【００１４】
　供給機２は冊子の搬送距離を設定する手段（回転中心変更手段）を有し、図２および図
３に示すようにチャック４による搬送路と直交する方向の冊子ｌの長さ寸法、この実施例
では断裁刃物７ｂが位置する側を冊子１の背面１ａとして搬送するので、冊子ｌの天地１
ｂ、１ｄの寸法が、チャック４による搬送路と平行する方向の冊子ｌの長さ寸法、この実
施例では背面１ａおよび小口１ｃの寸法よりも短い場合には、図２に示すようにチャック
４を越える部分を短く、長い場合には図４に示すようにチャック４を越える部分を長くす
るように設定する。すなわち、冊子１が回転テーブル５上に置かれたとき、冊子ｌの回転
中心をその回転中心から天および地までの垂直距離と、小口までの垂直距離ができる限り
等しくなるように設定する。
【００１５】
この設定により、回転中心から天および地までの垂直距離と小口までの垂直距離との差が
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また、天地の断裁では回転中心を中心として左右に大きく伸びる寸法もその小さい差分と
なり断裁刃物７ｂの刃渡り寸法、断裁刃物７ｂに沿って配置する押圧板７ｃの寸法を短く
することができる。
【００１６】
　なお、以上の実施例では、冊子の回転中心位置を供給機の搬送距離の設定で冊子の天地
および小口の寸法差に応じて変更するものであるが、回転テーブルの回転中心を冊子の天
地および小口の寸法差に応じて変更するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施例に係る廻し切り三方断裁機の構成を示す斜視図である。
【図２】図１に示す廻し切り三方断裁機の冊子供給機の動作を説明する正面図である。
【図３】図１に示す廻し切り三方断裁機の冊子供給機の動作を説明する正面図である。
【図４】廻し切り三方断裁機の機能を説明する説明図である。
【符号の説明】
【００１８】
　１　冊子
　１ａ　背面
　１ｂ　天部
　１ｃ　小口部
　１ｄ　地部
　２　冊子を供給する供給機
　２ａ　サッカ（吸着器）
　２ｂ　搬送ベルト
　３　給紙台
　４　チャック
　４ａ　搬送ベルト
　５　回転テーブル
　６　押圧板
　７　断裁刃物機構
　７ａ　機械保持枠
　７ｂ　断裁刃物
　７ｅ　送りネジ
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